
研究を楽しむ 

             （北海道大学大学院農学研究科）生方 信 

１．はじめに 

 新しいことを勉強するのは楽しいもの

である。森林科学科の学生とつきあうよう

になって、乱読的に樹木や木材に関する本

を読み進めている。最近面白いと思ったの

は、エルヴィン・トーマ著の「木とつきあ

う智恵」という本である 1)。新月に伐採し
た木は、腐らない。暴れ・くるいがない。

火が燃えつかないという。読んでみると、

全てが荒唐無稽という訳でもなさそうだ

った。いつか時間ができたら追求してみた

いと思っていたところ、驚いたことに今年

の京都での木材学会でＴ博士が、この問題

を検証する実験を発表していた２）。Ｔ博士
は北大の森林科学科に在籍していたこと

もある優れた研究者である。発表データに

よると、新月時に伐採されたミズキは葉枯

らし後、デンプンが消失し着色物質の充満

が観察され、木口面にもカビが生じにくい

という。既に検証実験を始めている研究者

がいることで、新月伐採の問題は当面棚上

げにしてもよさそうだ。 
 

２．チューリッポシド B 

 札幌に赴任する前に住んでいた富山県

はチューリップ栽培が盛んである。毎年５

月下旬から６月上旬にかけて１５０万本

のチューリップ畑を見られるチューリッ

プフェアーが開かれている。富山県農業技
術センターのＳ博士から、チューリップの

葯に強い抗菌活性を見つけたので活性本

体が何なのか調べてほしいと依頼された。

調べてみるとチューリッポシド Bとして、

既に知られている物質であった（図）。 

 チューリッポシド Bは、ある種の薬剤耐

性菌にも効果を示し、チューリップの葯特

異的に発現していることが明らかになっ

ている３）。 

 著者は天然有機化合物の構造と活性を

専門の一つとしているので、まずこの物質

を合成してみようと考えた。基本的な戦略

は Baylis-Hillman 反応を用いて一挙に骨

格合成を行うというものである。クリアー
すべき山がいくつかあって楽しめそうで

もあった。生物学的な評価も同時にできる

ので、化学生物学的な展開を考えている。

幸い、北大での最初の学生の一人であるＳ

君が、この研究テーマに興味を持ってくれ

た。現在、骨格合成までできて全合成まで、

あと一息である。去年の１１月には、思い
がけなくも、日本木材学会北海道支部研究

発表会で、ポスター賞「北の木材科学賞」

を獲得してくれた４）。続けて、この３月に

は農芸化学会５）フロンティアシンポジウ

ム での ポスター発 表で「 農芸化学

Frontires シンポジウム西沢賞」を頂いて

いる。いずれも、学生など若手をエンカレ

ッジする賞であるが、見ていてくれる人が
いることは心強い限りである。Ｓ君は博士

課程に進学する決心をし、研究室はさらに

厚みを増してくるはずである。身近な先輩

で博士課程に進む学生がいれば、必ず後に

続く学生が出てくるに違いない。さて、チ

ューリッポシド B の研究も合成が完了す
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ることにより、研究にもぐっと広がりがで
てくる。研究を続けることで、今までのも

のとは異なる抗菌剤としても開発できる

かもしれない。 

 

３．おわりに 

 大学の使命が、教育・研究と共に社会貢

献と言われるようになって久しい。三つと
も大事であるのは間違いないが、個人的に

は高度な研究を通して人を育てることが

大学の生命線であると思う。それでも研究

者としては知的刺激に満ちた中で発明、発

見を目指す最良の環境を何とか作り出し

たいと願い、奮闘努力の毎日である。「木

とつきあう智恵」にも触れられているが、

地球環境その他を考えると「もう新しいモ
ノづくりはいい」という意見も聞こえてく

る。しかし、ヒトがヒトである限り、工夫

することを止めないし、新しい現象を解析

し、新しいモノを創出し、新しい概念を構

築していくことによって、現在ヒトが置か

れている困難な状況を克服できるように

なるはずである。農学の理念は自然の克服
や制圧ではなく、工夫をして自然を味方に

つけるというものである。例えば、薬学や

医学では、微生物を敵としてのみ捉えてい

た時代があった。その時代に農学出身の研

究者は微生物を味方と考えて新薬を生み

出していった。農学部の全ての研究者が、

狭い意味での農学に縛られる必要はない

と思う。工夫して自然を味方につけ、科学
の力でより良い社会を構築する。時代が農

学のフィロソフィーに近づいてきている

のである。ここで紹介した研究以外でも、

自然に学ぶ事はまだまだ多い。まだまだ若

者の心を捉える面白い学問の種は残って

いるのである。 
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